
 

 

産
業
技
術
力
強
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

令

和

八

年

六

月

十

一

日 

参

議

院

経

済

産

業

委

員

会 

 

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

研
究
開
発
税
制
の
戦
略
技
術
領
域
型
の
適
用
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
の
円
滑
な
活
用
や
予
見
可
能
性
の
向
上
を
図
る
観

点
か
ら
、
可
能
な
限
り
簡
素
な
も
の
と
し
、
過
度
に
資
料
の
提
出
等
を
求
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
対
象
と

な
る
試
験
研
究
費
の
範
囲
や
区
分
に
つ
い
て
は
、
研
究
及
び
開
発
の
実
態
を
踏
ま
え
て
運
用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
本
税

制
が
こ
れ
ま
で
に
類
の
な
い
高
い
控
除
率
を
措
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
研
究
及
び
開
発
の
進
捗
状
況
を
適
時
適
切
に
把

握
し
、
事
業
者
が
本
税
制
の
趣
旨
に
反
し
て
利
益
を
得
る
こ
と
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
不
適
切
な
事
例
を
確
認
し
た
場

合
に
は
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
。
ま
た
、
事
業
者
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
形
で
本
税
制
の
適
用
状
況
及
び
成
果
を
継
続
的
に
検
証

し
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 二 

重
点
産
業
技
術
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
我
が
国
の
産
業
競
争
力
の
強
化
や
経
済
安
全
保
障
の
確
保
に
資
す
る
も
の

と
な
る
よ
う
、
国
際
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
や
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
を
適
切
に
分
析
し
、
必
要
に
応
じ
、
機
動
的
か
つ
柔
軟
に

見
直
す
こ
と
。 

 

三 

重
点
研
究
開
発
計
画
の
認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
重
点
的
に
推
進
す
べ
き
研
究
及
び
開
発
が
迅
速
か
つ
的
確
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
推
進
に
関
す
る
指
針
を
可
能
な
限
り
早
期
に
策
定
し
周
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、
中
小
企
業
に
よ
る
制
度
の
活
用
が

十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
円
滑
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
先
端
的
な
技
術
領
域
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
黒
字
化
に



 

 

至
っ
て
い
な
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
、
税
額
控
除
の
恩
恵
が
届
き
に
く
い
事
業
者
に
お
い
て
も
重
点
産
業
技
術
の
研
究
及
び
開
発
が
促

進
さ
れ
る
よ
う
、
補
助
金
・
融
資
等
の
直
接
支
援
と
の
組
合
せ
を
含
め
、
必
要
な
措
置
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

四 

重
点
産
業
技
術
共
同
研
究
開
発
機
関
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
教
育
・
研
究
等
の
質
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
に
お
い
て
一
定
の
水
準
を

超
え
る
こ
と
を
前
提
に
、
認
定
機
関
数
の
上
限
を
定
め
ず
、
幅
広
い
機
関
を
対
象
と
し
、
大
学
等
と
、
共
同
し
て
研
究
及
び
開
発
を
行
う

事
業
者
の
双
方
に
対
し
、
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
制
度
設
計
に
す
る
と
と
も
に
、
同
機
関
に
お
け
る
教
育
・
研
究
等
の
業
務
の
円
滑
な

実
施
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
同
時
に
、
同
機
関
に
つ
い
て
は
、
今
次
の
措
置
に
加
え
て
、
そ
の
特
性
に
応

じ
た
高
度
な
経
営
を
可
能
と
す
る
べ
く
、
制
度
環
境
の
整
備
や
支
援
措
置
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
重
点
産
業
技
術
に
関
連

す
る
技
術
情
報
に
つ
い
て
は
、
同
機
関
が
認
定
事
業
者
と
共
同
し
て
又
は
委
託
を
受
け
て
行
う
研
究
及
び
開
発
に
お
い
て
、
適
切
に
管

理
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
。 

 

五 

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
が
認
定
事
業
者
等

の
依
頼
に
応
じ
て
認
定
重
点
研
究
開
発
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
研
究
及
び
開
発
に
必
要
な
助
言
又
は
情
報
提
供
を
行
う
際
に
は
、
認

定
事
業
者
等
の
株
式
取
得
等
を
通
じ
て
リ
ス
ク
の
高
い
外
国
投
資
家
に
技
術
情
報
が
流
出
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
認
定
事
業
者
等
の

資
本
関
係
等
に
つ
い
て
留
意
し
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
。 

 

六 

日
本
版
バ
イ
・
ド
ー
ル
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
国
際
的
な
研
究
開
発
競
争
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
国
内
で
の
活
用

状
況
を
適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
委
託
研
究
開
発
の
成
果
と
し
て
得
ら
れ
た
特
許
権
等
に
つ
い
て
、
受
託
者
等
に
よ
る
活
用
が
最

大
限
促
進
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
取
組
を
進
め
る
こ
と
。 

 



 

 

七 

本
法
に
基
づ
く
各
種
措
置
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
成
果
が
実
証
、
事
業
化
を
経
て
社
会
実
装
へ
と
円
滑
に
つ
な
が
る
よ
う
、
実

証
の
段
階
に
お
け
る
関
係
者
の
意
見
に
も
留
意
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
国
際
標
準
化
の
推
進
や
知
的
財
産
戦
略
な
ど
、
関
係
す
る
施
策

を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
。
そ
の
際
、
産
学
連
携
の
促
進
に
伴
い
共
同
研
究
成
果
の
共
有
特
許
に
係
る
第
三
者
へ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
共

有
者
全
員
の
同
意
を
要
す
る
制
約
が
社
会
実
装
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
共
有
特
許
の
取
扱
い
に
関
す
る
指

針
の
整
備
の
検
討
を
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
知
的
財
産
の
ラ
イ
セ
ン
ス
や
標
準
化
を
担
う
専
門
的
な
人
材
の
育

成
・
確
保
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

八 

重
点
産
業
技
術
に
係
る
研
究
開
発
及
び
社
会
実
装
が
大
都
市
に
過
度
に
集
中
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
地
方
に
あ
る
大
学
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
、
中
小
企
業
等
が
参
画
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
、
地
方
に
お
け

る
産
学
官
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
拠
点
の
形
成
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

九 

先
端
的
な
重
要
技
術
を
巡
っ
て
は
、
各
国
政
府
に
よ
り
企
業
の
研
究
開
発
投
資
を
呼
び
込
む
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
国
際
的

な
政
策
競
争
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
研
究
開
発
投
資
環
境
に
つ
い
て
国
際
的
な
レ
ベ
ル
プ
レ
イ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
を
確
保
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
研
究
開
発
税
制
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
控
除
上
限
の
柔
軟
化
や
繰
越
控
除
制
度

の
長
期
化
等
の
動
向
も
踏
ま
え
、
我
が
国
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
在
り
方
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。 

 

十 

産
業
技
術
力
の
強
化
に
当
た
っ
て
は
、
中
長
期
的
視
点
で
我
が
国
の
科
学
技
術
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識

の
下
、
研
究
開
発
投
資
を
行
う
事
業
者
へ
の
税
制
優
遇
の
み
な
ら
ず
、
短
期
的
な
産
業
分
野
へ
の
応
用
を
前
提
と
し
な
い
基
礎
研
究
を

含
め
、
国
の
科
学
技
術
関
係
予
算
を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
等
の
施
策
も
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
。 

 



 

 

十
一 

重
点
産
業
技
術
の
み
な
ら
ず
、
我
が
国
が
抱
え
る
社
会
課
題
、
産
業
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
に
つ
な
が
る
分
野
に
関
し
、
国
内
の

大
学
等
の
研
究
開
発
機
関
と
事
業
者
と
の
共
同
研
究
が
一
層
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
総
合
的
な
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
。
同
時
に
、
各
省
連

携
の
下
、
研
究
開
発
機
関
に
お
け
る
高
度
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
向
け
た
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

右
決
議
す
る
。 


